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介
護
士
ら
で
つ
く
る
自
治

労
連
「
し
ま
ね
介
護
福
祉
ユ

ニ
オ
ン
・
ボ
ン
ズ
」（
湯
浅
恒

子
委
員
長
）
は
９
日
、
県
に

対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
介

護
現
場
の
切
迫
し
た
状
況
を

訴
え
、「
介
護
崩
壊
」
を
防
ぐ

た
め
に
人
材
確
保
な
ど
の
抜

本
的
対
策
を
要
請
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
が

同
席
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
介
護
福
祉
士
や

ヘ
ル
パ
ー
、
看
護
師
ら
は
「
自

分
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、
利

用
者
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
わ

な
い
か
不
安
を
抱
え
て
い

る
」「
介
護
の
求
人
を
募
集
し

て
も
集
ま
ら
ず
、
人
員
配
置

基
準
が
満
た
せ
な
い
状
況
に

あ
る
」
な
ど
、
感
染
リ
ス
ク

の
不
安
と
た
た
か
い
な
が
ら

ケ
ア
を
続
け
て
い
る
現
状
を

語
り
、
▽
利
用
者
・
事
業
所

職
員
に
対
し
、
感
染
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
▽
介
護
人
材
を
確

保
す
る
た
め
、
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
、
人
員
配
置
基
準

を
改
善
す
る
独
自
の
施
策
▽

新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
事
業
所

へ
の
減
収
補
填―

な
ど
１
２

項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。 

県
高
齢
者
福
祉
課
の
曳
野

晃
夫
課
長
は
「
事
業
所
収
益

悪
化
の
統
計
も
出
て
お
り
、

引
き
続
き
、
介
護
報
酬
の
改

善
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

県
と
し
て
現
場
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。 

 日本共産党県議団（尾村利成、大国陽介の両県議）が県に対して

資料要求し、入手したデータ（資料）について紹介していきます。 

●コロナ危機のもと、食料自給率の向上を国政の柱に 

新型コロナ感染症拡大で食料の輸出制限に踏み切る国が相次

ぐ中、日本の食料自給率が３７％である現状の危うさが浮き彫り

になっています。食料・農産物は、緊急時だからといってすぐに

増産するわけにはいきません。平素から自給率を高める努力を国

政の柱に据えるべきです。 
 
●政府備蓄米の大幅買い入れ増など再生産可能となる米価実現を 

コロナの影響で外食用需要が急減し、米の過剰在庫によって、

２０２０年度産米価が下落しています。全国の米価動向に大きな

影響を与える新潟県産の一般コシヒカリの概算金は、６０キロ・

１４，０００円で、昨年より９００円引き下げられました。ＪＡ

しまねの２０年産の米の買い取り価格は、コシヒカリでは１９年

産より３００円減の１２，６００円となりました。（右表参照） 

尾村県議は９月県議会の質問で「国に対し、政府備蓄米の買い

入れを大幅に増やし、米の非主食用米への転換には主食用米に見

合う転換加算を行うこと、需給安定への責任を果たすことなどを

求めるべき」「県としても営農意欲をかりたてる積極的な支援策

を講じるべき」と要求しました。 

鈴木大造農林水産部長は「国は法律に基づき、生産調整の円滑

な推進を行うこととされており、引き続き、しっかりとその任に 

当たっていただきたい」と答えました。 

３
年
前
の
７
月
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
国
連
会
議

に
現
職
国
会
議
員
と
し
て

参
加
し
、
採
択
の
瞬
間
の

歓
喜
に
沸
い
た
あ
の
光
景

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。 「

被
爆
者
が
い
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
条
約
が
可
能

に
な
っ
た
」
（
南
ア
フ
リ

カ
）
、
「
市
民
社
会
は
強
力

な
条
約
を
作
る
上
で
重
要

な
貢
献
を
し
た
」（
ブ
ラ
ジ

ル
）―

―

会
議
で
各
国
政

府
代
表
が
共
通
し
て
述
べ

て
い
た
被
爆
者
へ
の
感
謝

と
敬
意
、
市
民
社
会
へ
の

賛
辞
の
言
葉
も
思
い
起
こ

し
な
が
ら
、
こ
の
歴
史
的

瞬
間
を
今
一
度
か
み
し
め

て
い
ま
す
。 

条
約
は
前
文
で
核
兵
器

の
非
人
道
性
を
鋭
く
告
発

し
、
核
兵
器
が
再
び
使
用

さ
れ
な
い
唯
一
の
方
法
は

「
完
全
に
廃
絶
さ
れ
る
こ

と
」
だ
と
明
記
。
核
兵
器

の
使
用
は
も
と
よ
り
、
そ

の
開
発
や
実
験
も
威
嚇
さ

え
も
禁
止
す
る
と
し
、
核

大
国
に
対
し
て
そ
の
手
足

を
強
く
縛
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
な
ど
が
「
批

准
す
る
な
」「
発
効
さ
せ
る

な
」
と
必
死
に
各
国
に
圧

力
を
か
け
る
の
も
、
彼
ら

の
核
戦
略
が
頓
挫
し
て
し

ま
う
こ
と
へ
の
恐
怖
に
怯

え
て
い
る
姿
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
一
部
の
大
国
が
国

際
社
会
を
動
か
す
時
代
は

終
わ
っ
た
、
そ
ん
な
世
界

の
構
造
変
化
を
あ
ら
た
め

て
確
信
し
ま
す
。 

日
本
政
府
の
転
換
こ
そ

い
よ
い
よ
緊
急
課
題
。「
も

う
『
ど
こ
の
国
の
総
理
か
』

と
は
言
わ
せ
な
い
」―

―

私
が
出
会
っ
た
被
爆
者
と

交
わ
し
た
こ
の
約
束
も
必

ず
果
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

（１
０
月
２
７
日
記
） 

年度 コシヒカリ つや姫 きぬむすめ ハナエチゼン 

Ｈ２０年産 12,400 － 11,700 11,700 

Ｈ２１年産 12,400 － 12,000 11,800 

Ｈ２２年度 10,300 － 10,200 10,000 

Ｈ２３年度 12,200 12,000 12,200 11,800 

Ｈ２４年度 14,000 14,200 13,600 13,200 

Ｈ２５年度 12,000 12,200 11,600 11,200 

Ｈ２６年度 8,800 8,800 8,400 8,000 

Ｈ２７年度 10,500 11,000 9,600 9,000 

Ｈ２８年度 12,400 12,800 11,800 11,200 

Ｈ２９年度 12,700 13,100 12,400 11,800 

Ｈ３０年度 12,900 13,300 12,600 12,000 

Ｒ元年度 12,900 13,500 12,700 12,200 

Ｒ２年度 12,600 13,400 12,600 12,100 
 

（注） 

１．出荷時に概算金を支払い、およそ２年後に精算金を支払（精算金は数百円～千円程度） 

２．出荷時に一括して買い取り金を支払（これまでの精算金を加味している） 

３．買取価格の精度向上を図るため、仮単価に加え、全国的な作況などをもとに１２月に追加

支払いを行う 

４．仮単価に加えて、１２月に追加払いを行い、さらに清算可能財源が生じた場合は翌年１１

月を目途に最終精算金を支払う 

サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん
（
左
）
と
懇
談 

（
２
０
１
７
年
７
月
、
国
連
） 

雲
南
市
議
選
（
定
数
１
９
）

が
１
５
日
投
開
票
さ
れ
、
日

本
共
産
党
の
上
代
和
美
氏

（
６
２
）
＝
現
＝
は
大
激
戦

を
制
し
、
２
期
目
の
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
。 

選
挙
戦
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
く
ら
し
切
り
捨
て
、
自
己

責
任
お
し
つ
け
の
政
治
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
と
述

べ
、
「
命
と
く
ら
し
を
守
り
、

市
民
に
寄
り
添
う
市
政
を
ご

一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
。
▽
国
保
料
１

世
帯
１
万
円
の
引
き
下
げ
▽

１
８
歳
ま
で
の
医
療
費
と
せ

め
て
も
の
今
年
度
分
の
学
校

給
食
費
の
無
料
化
▽
医
療
機

関
へ
の
財
政
支
援
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
の
強
化
▽
鳥
獣
害

対
策
の
抜
本
的
強
化
な
ど
の

公
約
を
訴
え
ま
し
た
。
得
票

率
は
３
・
６
８
％
。
開
票
結

果
は
次
の
通
り
。 

上
代 

和
美
（
現
） 

 
 

８
８
０
票
・
１
８
位 


